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研究成果の概要（和文）：本研究を通じて、第一変動期モンゴルに関わっては、漢人やモンゴル人の越境移動やカザフ
人のモンゴルへの移住の様態の事例が明らかになり、清朝の政策対応も従来考えられていたように封鎖的なものではな
かく、実際的に対応していたことが判明した。また第二変動期については、ロシアへの中国人労働移民の流入に対する
ロシア側の理解が報告され、また流入の背景にシベリア・極東の人口構造が存在することが知られた。その一方で中朝
国境地帯では交流が限定的な状況であることが報告された。両変動期を比較してみると、共通する状況として中国側と
モンゴル・ロシア側との間の経済的・人口学的非対称性の存在が指摘された。

研究成果の概要（英文）：The study shows that, before the beginning of the 20th century, verious ethnic 
groups' movement including the Chinese to Mongolia, the Mongols between Inner and Outer Mongolia and the 
Kazakhs into Mongolia were observed and that the Qing's policy was not directed to blocking them 
completely, but to control and adjust their movements practically. Another aspect of this study about the 
era after the end of 20th century showed the Russia's response to Chinese labor emigrants and the reality 
and rationality of the demographical situation of its Siberian and Far eastern frontiers. In both of two 
eras studied in this project the asymmetric structure between China as push factor and Russia and 
Mongolia as pull factor was observed.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、東北アジア辺境部における人
の越境に関わって、20 世紀初頭の帝国崩壊期
の第一変動期と、20 世紀末の社会主義体制の
解体にともなう変動期を相互に比較しつつ、
歴史的・共時的に理解しようとする研究はほ
とんど行われていなかった。しかし大国統治
を特色とする東北アジア辺境の政治的構図
は両変動期で共通しており、変動の歴史的意
味を学際的に研究する必要があると考えら
れた。 
２．研究の目的 
本研究は、東北アジアにおいて人の動きがも
たらす地域社会再編を国際情勢が最も激し
く変動した二つの時代で比較検討し、大国の
利害が絡む辺境地域の共生のあり方を考察
する。19 世紀末から 20 世紀初頭におけるロ
シアと清の帝国統治崩壊期、20 世紀末から
21 世紀初頭における社会主義体制の崩壊と
市場経済化の時期の両時期を国境を越えた
移動が活発になった時期と捉え、国境を越え
る人の移動に伴い、地域住民の入植者・移民
への反発・警戒、新たな地域社会・コミュニ
ティ構築のあり方などにおけるこの時期の
意義を検討する。 
 
３．研究の方法 
第一変動期研究班は地域の現場で生産され
た公文書史料の活用が不可欠であることか
ら、先行研究の問題点と調査資料の特定を行
った上で、公文書館における文書調査を実施
する。調査では、移住者側と受け入れ側のそ
れぞれの社会構成に関わる課題群と、両者が
共存することによって形成される地域社会
構造に関わる文書フォンドの抽出を行う。公
文書史料調査により得られた知見は、常時研
究班で共有しながら、知見の統合を図る。 
 第二変動期研究班では、第一段階として比
較文献研究を行い、中露両国文献の比較検討
を行う。 
 第二段階では、移民供給側・需要側の社会
変動についての事前に準備した調査に加え、
比較文献研究において導き出された課題を
反映した、移民送出側と受入側における現地
調査を行う。 
第三段階では第二変動期研究班としての研
究成果をとりまとめるとともに、総括班研究
に向けた課題提示を行っていく。 
総括班は、第一および第二変動期研究の比較
研究・総括研究を推進、総括する。 
４．研究成果 
本研究を通じて、第一変動期モンゴルに関わ
っては、漢人やモンゴル人の越境移動やカザ
フ人のモンゴルへの移住の様態の事例が明
らかになり、清朝の政策対応も従来考えられ
ていたように封鎖的なものではなく、実際的
に対応していたことが判明した。また第二変
動期については、ロシアへの中国人労働移民

の流入に対するロシア側の理解が報告され、
また流入の背景にシベリア・極東の人口構造
が存在することが知られた。その一方で中朝
国境地帯では交流が限定的な状況であるこ
とが報告された。両変動期を比較してみると、
共通する状況として中国側とモンゴル・ロシ
ア側との間の経済的・人口学的非対称性の存
在が指摘された。 
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